
： 例 会 日： 月曜日

： 午後 12:30開会

： 会.....場：行田市産業文化会館

第２２８４回 第 二 十 五 回 例会 （2013年 1月１７日）

★ 点鐘 ★ 幹事報告... ... ....境野登章幹事

★ 国家斉唱......................君が代 ★ 委員会報告

★ ロータリーソング斉唱...奉それでこそロータリー ★ 結婚・誕生祝い

★ 四つのテスト唱和 ★ 本日の卓話

★ 会長の時間.....　　古沢勇治会長 .行田RC情報委員会卓話　諸貫健一パスト会長

★ 米山財団・ロータリー財団 寄付者表彰 ★ 出席奨励・スマイル委員会　野口一信委員長

★ 来訪者紹介　古沢勇治会長 ★ 点鐘......　　 古沢勇治会長

★ 点 鐘 ★ 国 家 斉 唱　

★ロータリーソング斉唱：それでこそロータリー

★ 会 長 の 時 間　 古沢勇治会長

　皆様、今日は！　本日は、この例会場での今年初めての例

会です。改めて明けましておめでとうございます。また1月8日

（火）の三クラブ合同賀詞交歓会では大勢の会員のご出席を

頂き、お陰様で三クラブが、後半へ向けて楽しくスタートを切る

ことが出来ました。改めてお礼申し上げます。

　さて、本日の会長の時間ですが、この後、理事会報告、結

婚誕生祝い、財団米山の表彰などもありますので、少し短めに

したいと思います。 　1月は「ロータリー理解推進月間」であり

ます。文字通りロータリーを学ぶ月間ということで本日は、ロー

タリー情報委員会担当で、諸貫パスト会長の卓話を聞いて頂

きます。どうぞご期待下さい。来週は第二弾ということで、クラブ

研修リーダー委員会企画による永島パスト会長の卓話になり

ます。両パスト会長の卓話で後半をスタート致します。

　後半の主だったプログラムですが、まず2月にIM、3月には行

田浄水場の太陽光発電施設見学例会、4月には地区大会、5

月に親睦旅行と行田ふれあいウオーク、6月には行田・白河

児童交流会、そして最も楽しみなのは、その合い間、合い間

の各委員会担当の普通例会であります。様々な企画を提供し

て頂き、まさに皆で作る手づくりの例会を楽しんで頂きたいと思

います。担当委員会の皆様、よろしくお願い致します。

　最後にお知らせです。会員の皆様の職業情報を会報に掲

載することが、理事会で承認されました。ご案内が行きましたら

ご寄稿ください。

　結びに、今年が会員並びにご家族の皆様にとって、素晴らし

い年になります事をお祈りして、本日の「会長の時間」を終わら

せて頂きます。 

★ 米山財団・ロータリー財団 寄付者表彰



★ 来 訪 者 紹 介　古沢勇治会長
山本年度交換留学生　　

ファブリットゥオ・トゥルーリオ君.....俗称：ツルちゃん

★ 幹 事 報 告　 境野登章幹事

　皆様こんにちは。改めて、新年明けましておめでとうございま

す。本年もまた、どうぞ宜しくお願い致します。

　では幹事報告を申し上げます。先ほど１月定例理事会が行

われました。最初に、報告依頼事項を申し上げます。

１号：クリスマス例会収支報告について　２号：前期（7～12月）

収支報告について　３号：退会者について　４号：その他

次に審議事項を申し上げます。１号：前期議事録承認の件　

２号：２月プログラム承認の件　３号：会員職業情報 週報掲載

の件 以上、全て可決されました。なお、残念ではありますが昨

年末で櫨会員が退会された事をここにご報告申し上げます。

　1月21日、斉藤会員の富士見寿司さんに於いて、世界社会

奉仕委員会の炉辺会合を行います。先日ご案内をさせて頂き

ましたが、関係者の方のご出席を宜しくお願い致します。

　次回例会は、「行田ロータリークラブの歴史について」と言う

内容で、永島会員に卓話をお願いしてあります。翌週31日は

、「チュニジア等、小国の暮らしぶり他」と言う内容で、元チュニ

ジア大使の小野安昭様に卓話をお願いしてあります。共に興

味深いお話を聞く事が出来ると思いますので、沢山の出席を

お願い致します。なお本日は、「ロータリー情報について」と言

う内容で、諸貫会員に卓話をお願いしてあります。諸貫会員、

この後宜しくお願い致します。以上、幹事報告とさせて頂きま

す。ありがとうございました。

★ 委 員 会 報 告

※雑誌委員会　碓井勝也委員長　

「ロータリーの友」読み処紹介

★ 結 婚 誕 生 祝 い

★ここで山本年度交換留学生のファブリットゥオ・トゥルーリオ

君にお年玉が渡され、スティ先の小山会員に一言お話をして

頂きました。

★ 本 日 の 卓 話

行田RC情報委員会卓話　諸貫健一パスト会長



～本日の卓話　本文～

　昨年、古沢会長から「2月17日に会員卓話、ロータリー情報

の卓話をお願いしたい。」と言うプロポーズが有りましたので、

お受け致しました。後で良く考えて見ると「行田RC情報委員

会の委員長は直前会長とする。」これは行田RCの不文律であ

り、クラブ細則の54頁第9条に「会長エレクト、会長、直前会長

はその職の3年間、情報委員会に所属する。」と書いて有りま

す。私は１2年前、故小池パストガバナーがガバナー補佐の

時の会長ですが現委員会では末席で「確かに私に会員卓話

のチャンスを与えて下さい。」と会長にはお願いして有りました

が、私は自分が体験した食道癌のお話をしたいと希望してい

ましたので「話が違う。」と思いましたが、嬉しい事に毎年の様

に新入会員が当クラブに入会して下さるのに情報委員会開催

の話など私は聞いた事がありませんので、会員の皆様に「情

報委員会が如何に重要な役割を持っているか。」を会員の皆

様に知って頂く良い機会である。と考えを改めお引き受け致し

ました。

　前置きが長くなってすみません。本題に入ります。私が行田

RCに入会したのは、1983年1月6日で、推薦人は現ガバナー

の父上、鈴木金次郎様と大沢証券社長の小暮様、お二人共

お亡くなりになりました。私は熊谷生まれの熊谷育ち、埼玉県

立熊谷高等学校卒業後、一浪して一期校に国立北海道大学

、二期校として小樽商科大学、滑り止めに立教大学を受験。

幸いな事に全て合格。其の春、札幌へ出発、北大の入学式

では校服が間に合わず、ジャンパーで参加。周囲からジロジ

ロ見られた事を、未だに覚えています。寮には入れませんでし

たが（親の国税申告書の所得額で篩いに掛ける）大学生活は

面白く、4年間は瞬くまに過ぎ、4年生の時にバイト先だった証

券会社に入社。上野谷中の社員寮に住み（1年間、寮費は無

料）渋谷の宮益坂の支店に配属されました。一年で上野の寮

を追い出され、上目黒２丁目のアパートに居た頃、支店長に

「今井（旧姓）の事を色々聞きに来た人がいたから、多分結婚

話だろうと思ったので、彼は理想的な夫になるでしょう。と褒め

ておいたよ。」と囁かれました。その後、高崎支店に転勤。此

処でも寮生活（有料）を楽しみ、営業もある程度コツを覚えて、

バイクで毎日新規開拓に励んでいましたら、突然義理の兄か

ら「直ぐに帰って来い。」と連絡あり。「見合い」なるものをして半

年後にその相手と婚約。県立の熊谷会館（料理、食堂は義兄

が経営）で挙式いたしました。その相手が現在の妻、諸貫敦

子です。つまり私は婿養子になった訳です。今井旅館の惣領

息子で長女が19歳上。次女が6歳上。,母が生きていたら(中

学の時、他界)破談間違いなし。

　　行田に住み、養父の指導の元、2トン車１台を与えられ、3

年間配送業務に励みました。流石に元日本軍北満司令部付

武官。新人の訓練は手馴れたもの、仕入れ先、配送先、商品

、道路、体力も尽き、再び店を任されるようになりました。（つま

り12人の社員｛10人は年上｝と下請け2社｛配送｝を任されまし

た。只、不安だったのは商売違いの行田の人を知らない事。

其処で行田青年会議所に入会、小池理事長の時、事務局長 

新井忠一理事長の下で行田教育基金を立ち上げ委員長を務

めましたが、行田の人は金には渋い。１億円の目標が1340万

円で終了。行田市の教育委員会に全額の運用を委託。橋本

教育長と基金の使い道を相談。元金は使わず、運用利子で

始めました。当時は5％で運用が出来、また学校の先生など

への行政の補助金は大変少なかったので、喜ばれました。此

の教育基金は話しが広まると指定寄付も急速に集まり社会の

指導者成人対象の講習会の指導者育成補助も出来るようにな

りました。私も埼玉県JCの教育問題特別委員長になり、埼玉

の各JCを訪問、お話をさせて頂きました。其の2年後には、日

本JC委員となりました。日本各地のJCをメイキャップして教育

問題の卓話をして回りました。ところが此処に落とし穴が有りま

した。養父、5代目諸貫半之助は仕事が趣味。仕事も碌にし

ないでJCに夢中の婿を苦々しく思っていたようです（嫁さんの

話）。

　丁度40歳でJCを追い出され、再び仕事に励み養父も安心し

て1977年に会長に退き、私が（有）諸貫商店の代表取締役に

就任致しました。只、代々の半之助を襲名する話はありません

でした。ある日、社長室に呼ばれ（社長室は会長が使用）私

は社員全員と来社の人、車、トラック、が見渡せる所に席を自

分で望みました。（株）共同貨物の社長、鈴木金次郎さんが居

て、養父曰く「行田ロータリークラブに入会せよ。」ついで鈴木

さんが「来年1月6日の例会日に埼玉銀行の4階で新年会があ

りますから健一君来て頂けますか？」私はハイと返事せざるを

得ません。鈴木様から一言、「例会には出席してください。」出

席してみると、行田の大物がずらり。只、若手の中にJCの先輩

、後輩の顔がニコニコして此方を見て、話しかけて来るのでホ

ッと致しました。

　しかし当時の米穀業界は大変革の真っ最中、全国の農家は

減反を強いられ、そのとばっちりが販売の方に飛び火して、米

穀卸には資格要件の見直しで「各都道府県の米穀販売店の

5％の件数と政府米を年間4,000トンの販売しなければ許可の

交付はされない。」埼玉県の卸業は8軒。東部米穀、中部、南

部、西部、北部、全農、伊藤商店、諸貫商店でした。私が入

社した時の取引先は18軒。0.006％です。私は入社した時か

ら会社の販売品の主力を米に絞っていたので120軒と為って

いましたが、まだまだ不足です。当社の販売品は、米・小麦粉

・肥料・飼料です。肥料と飼料は農家相手盆暮れ勘定の上、

全農と言う超大卸が居て勝負にならず、小麦粉も埼玉県内に

当社より一桁上をいく卸会社が2軒あり、守りは堅固。4社の米

は販売店に集まり、1社は小麦粉が主。米に狙いを付けるのは

当然の結論です。其処に追い風が吹きました。「1市町村の人

口を販売店数で割り、1,500人を超えた行政は新規の販売店

を認める。」と言う法律が出来たのです。これ幸いに会社の営

業マン4名で新規開拓です。私は地盤の無い、大宮・越谷・草

加・松伏・三郷・春日部と、今まで培った闇屋ルートを使って拡

売に飛び回って居ました。初めは、「諸貫に来年の米穀卸の

許可は出ない。結びつきの小売店は各卸の草刈場に成る。」

と高嶺の見物を決め込んでいた卸も不安に駆られて動きだし



ました。埼玉県の小売店の数が増えれば諸貫のハードルはど

んどん上がると気が付いたのです。　私は対抗策を考えました

。（株）諸貫商店を買う卸を見つける事です。半年調べて候補

が見つかりました。そんな時にRCの例会に出る時間は有りま

せん。只、夜間例会と炉辺会合には必ず出席していました。ク

ラブも鈴木金次郎さんに文句を付ける人は居らず、社交嫌い

の養父も鈴木さんが軍で一階級上だったので何も言わなかっ

たです。

　思い返せば、私は情報委員会に出席した記憶が有りません

。その私が「情報委員会について」卓話をするのも身から出た

錆です。RIには情報委員会と言う言葉は有りません。従って地

区にも有りません。クラブ特有の委員会です。委員会の目的

は「クラブの入会予定者、或いは入会2～3年の会員にクラブ

の規約、メリット、デメリットを分かりやすく説明して、後半は夕

飯を取りながら質問や雑談の中で懇親を深める。」クラブ説明

では身構えていても、酒席では意外に本音が出るものです。

委員会には推薦者も同伴致します。第5グループの9クラブの

年度計画書をお配りしましたので、ご一読下さい。

　私は年度計画書でクラブの歴史から現在の状態が判りまし

た。RIも入会2～3年の退会者が多いのに気が付いて研修委

員制度を地区に義務付けましたが、私も地区研修委員として

何回か主催致しましたが入会間もない会員は内容が理解出

来ない。或いは質問すら出来ない会員が多く、入会4～5年目

の会員がクラブ研修員に出席されるのが良いと思われます。ま

た地区研修委員会の中に、RLIと言う委員が居ます。今年は

本庄南クラブの浅田さんです。浅田さんはクラブ研修委員を

対象に、講習会を毎回6時間ずつ3回行っていますが、この講

習内容では新入会員は完全な消化不良を起こすでしょう

(Rotary Leader Institudo 研究所)。むしろクラブ会長ノミニー

かエレクトが対象かと思います。RLI委員会の会議の進め方の

冊子1・2・3をお廻しいたしますので、目を通して下さい。１は

福島さん。2と3は、渡辺さんからお借りしたものです。 

★ 出 席 奨 励 ・ ス マ イ ル 委 員 会

野口一信委員長

※ 出 席 状 況 報 告 

T ・ 正 会 員 数 56名

A ・ 85年規定承認者 12名

A ・ 理事会欠席承認者 0名

P ・ 本 日 の 出 席 者 33名

B ・ 各承認者の例会出席者 8名

MU ・ 本日のメーキャップ者 4名

本 日 の 出 席 率 71.2％

※ ニ コ ニ コ 報 告 ......野 口 一 信 委 員 長

古沢会長

新年おめでとうございます。年度後半もよろしくお

願いします。諸貫パスト会長、卓話ありがとうござ

いました。

境野幹事
諸貫様、卓話楽しみにしております。宜しくお願

い致します。ツルちゃん、お久しぶり！！

諸貫会員 本日は会員卓話をさせていただきます。

永島会員

本日は諸貫会員卓話ご苦労様です。昨日は行

田青年会議所新年総会があり、小川会員のご子

息様をはじめ、山本会員、小林会員、各次代を

担う方々がご活躍をしていました。

小山会員
５年前留学生としてマイアミから来た鶴次郎が我

が家と前会員田山氏の家に寝泊りしています。

福島会員
つるじろう君、ようこそおいでくださいました。益々

のご活躍をお祈り申し上げます。

小林会員
皆様、今年も宜しくお願い致します。諸貫様、卓

話ありがとうございます。ツルジローしばらくです。

石渡会員
昨年中お世話になりました。本年も宜しくお願い

します。

清水義夫
会員 新年おめでとうございます。今年もよろしく。

武井会員 今年もよろしくお願い致します。

山本会員
諸貫さん、本日はありがとうございます。ツルちゃ

んようこそ行田へ。

小川会員 皆様、寒い季節です。かぜに気をつけてください
。

持田会員
次女が成人式を迎えました。

振袖姿、娘が一番でした。

関会員

祖父から譲り受けたなぎなたとやりを博物館に寄

贈しました。やりは江戸時代初期の物でした。時

の流れに驚きました。

小菅会員 諸貫会員、卓話ありがとうございます。

同文

武田会員、冨田会員、大野会員、碓井会員、清

水治雄会員、小沢会員、阿部会員、小椋会員、

小池会員、武笠会員、鴨田会員、斉藤会員、渡

辺会員、井上会員、橋本会員、野口会員

本日のニコニコは、４５，０００円でした。

ありがとうございました。

★ 点 鐘 　 古 沢 勇 治 会 長
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